
         

私
、
好
き
じ
ゃ
な
い
人

と
結
婚
し
ま
す 

       
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 



人

 

物

 
潮

野

柚

（

２

５

）

メ

ネ

ア

教

徒

 

風

見

隼

人

（

２

５

）

メ

ネ

ア

教

徒

 

潮

野

勝

造

（

５

３

）

柚

の

父

 

潮

野

道

子

（

５

３

）

柚

の

母

 

加

藤

文

乃

（

４

２

）

神

殿

ス

タ

ッ

フ

 

  

※

こ

の

作

品

は

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

で

す

。
実

在

の

人

物

・

団

体

・

事

件

と

は

一

切

関

係

あ

り

ま

せ

ん

。

全

て

架

空

の

設

定

で

す

。

 

※

ま

た

、
特

定

の

思

想

・

信

条

を

推

奨

す

る

意

図

は

あ

り

ま

せ

ん

。
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○

メ

ネ

ア

教

東

京

神

殿

・

駐

車

場

 

白

い

大

理

石

の

建

物

。

 

「

メ

ネ

ア

教

東

京

神

殿

」

の

看

板

。

 
駐

車

場

に

黒

い

車

が

停

車

し

、

潮

野

勝

造

（

５

３

）

が

後

部

座

席

か

ら

出

る

。

 

潮

野

「

よ

ぉ

し

、

つ

い

た

」

 

風

見

隼

人

（

２

５

）
、

運

転

席

か

ら

下

り

て

さ

っ

さ

と

進

む

潮

見

に

着

い

て

い

く

。

 

風

見

「

お

父

さ

ん

、

早

い

で

す

よ

」
 

潮

野

「

私

も

経

験

し

て

る

か

ら

。

風

見

君

も

今

日

は

私

に

任

せ

な

さ

い

」

 

風

見

「

は

い

、

頼

り

に

し

て

ま

す

」

 

潮

野

、

急

に

立

ち

止

ま

り

、

車

に

対

し

、

 

潮

野

「

柚

！

何

し

て

る

ん

だ

！

早

く

来

い

！

」

 

風

見

「

乗

り

物

酔

い

で

し

ょ

う

。

呼

ん

で

き

ま

す

」

 

風

見

、

苦

笑

し

て

車

に

駆

け

寄

る

。

 

 

○

車

内

 

潮

野

柚

（

２

５

）
、

助

手

席

で

窓

の

外

を

呆

然

と

見

て

い

る

。

 



             4                          3  

蝶

が

ひ

ら

ひ

ら

舞

う

の

が

見

え

る

。

 

膝

の

ス

マ

ホ

は

「

森

田

伸

一

郎

」

と

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

ト

ー

ク

画

面

。

 
森

田

か

ら

の

「

さ

よ

な

ら

。

君

と

の

時

間

は

楽

し

か

っ

た

」

の

履

歴

。

 

風

見

が

窓

を

叩

く

音

に

は

っ

と

す

る

。

 

柚

、

慌

て

て

ス

マ

ホ

を

暗

転

さ

せ

る

。

 

柚

「

ご

め

ん

な

さ

い

。

ぼ

ー

っ

と

し

て

た

」

 

風

見

、

ド

ア

を

開

け

て

手

を

差

し

出

す

。

 

柚

、

少

し

た

め

ら

い

な

が

ら

手

を

取

る

。

 

 

○

メ

ネ

ア

教

東

京

神

殿

・

ロ

ビ

ー

 

神

殿

に

続

く

赤

い

絨

毯

が

敷

か

れ

て

い

る

。
 

入

口

で

加

藤

文

乃

（

４

２

）

が

出

迎

え

る

。

 

潮

野

「

す

み

ま

せ

ん

、

予

約

し

た

潮

野

で

す

」

 

文

乃

「

お

待

ち

し

て

お

り

ま

し

た

。

こ

の

度

、

天

婚

式

を

手

配

さ

せ

て

頂

く

加

藤

文

乃

で

す

。

ま

ず

は

ご

天

婚

、

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

文

乃

、

手

を

繋

ぐ

柚

と

風

見

に

お

辞

儀

。

 

風

見

、

柚

か

ら

手

を

離

し

、

お

辞

儀

す

る

。
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柚

も

遅

れ

て

お

辞

儀

。

 
文

乃

「

で

は

早

速

ご

案

内

し

ま

す

。

こ

ち

ら

へ

」

 

文

乃

に

先

導

さ

れ

、

潮

野

と

風

見

が

歩

く

。

 
柚

、

風

見

の

手

を

繋

い

で

い

た

手

を

見

る

。

 

柚

Ｍ

「

私

、

潮

野

柚

は

、

こ

の

時

初

め

て

結

婚

相

手

の

手

に

触

れ

た

」

 

 

○

同

・

神

殿

内

 

聖

壇

の

前

に

椅

子

の

列

が

連

な

る

。

 

文

乃

「

式

の

メ

イ

ン

、

聖

約

の

儀

で

は

、

聖

壇

の

前

で

永

遠

の

結

び

つ

き

を

誓

い

合

い

ま

す

」
 

柚

Ｍ

「

メ

ネ

ア

教

。

世

界

に

一

千

万

人

、

日

本

に

八

万

人

い

る

と

さ

れ

る

キ

リ

ス

ト

系

宗

教

」

 

潮

野

と

風

見

に

遅

れ

、

柚

が

つ

い

て

い

く

。

 

柚

Ｍ

「

こ

の

宗

教

で

は

結

婚

に

特

徴

が

あ

る

。

自

由

恋

愛

の

禁

止

と

婚

前

交

渉

の

禁

止

。

偉

い

人

が

引

き

合

せ

た

相

手

と

の

結

婚

」

 

文

乃

、

風

見

と

柚

を

見

、

語

気

を

強

め

る

。

 

文

乃

「

こ

こ

で

の

誓

い

は

主 し

ゅ

へ

の

聖

約

で

す

。

そ

の

点

、

よ

く

ご

理

解

く

だ

さ

い

」
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潮

野

「

メ

ネ

ア

で

離

婚

は

許

さ

れ

ん

。

主 し

ゅ

に

祝

福

さ

れ

た

天

婚

を

蔑

ろ

に

す

る

行

為

だ

。

最

近

多

い

様

だ

が

。

嘆

か

わ

し

い

！

個

人

主

義

の

末

路

だ

！

」

 
柚

、

唾

を

飲

み

、

風

見

を

チ

ラ

リ

と

見

る

。

 

風

見

、

苦

笑

し

て

潮

野

に

相

づ

ち

を

う

つ

。

 

風

見

「

…
…

え

ぇ

。

助

け

合

う

の

が

家

族

な

の

に

」

 

柚

Ｍ

「

私

の

結

婚

相

手

、

風

見

隼

人

さ

ん

と

初

め

て

会

っ

た

の

は

二

週

間

前

。

た

っ

た

３

時

間

の

食

事

会

。

そ

れ

だ

け

で

、

結

婚

が

決

ま

っ

た

」

 

柚

、

退

屈

そ

う

に

ヒ

ー

ル

を

見

つ

め

る

。

 

柚

Ｍ

「

彼

に

つ

い

て

知

っ

て

る

の

は

銀

行

マ

ン

っ

て

事

、

趣

味

が

読

書

、

好

き

な

聖

書

の

一

節

だ

け

」
 

 

○

同

・

控

え

室

 

ド

レ

ッ

サ

ー

に

は

様

々

な

タ

イ

プ

の

ウ

ェ

デ

ィ

ン

グ

ド

レ

ス

。

 

文

乃

「

こ

の

中

か

ら

ド

レ

ス

を

お

選

び

い

た

だ

け

ま

す

。

お

客

様

は

ど

れ

に

な

さ

い

ま

す

か

？

」

 

柚

「

す

ご

い

！

い

ろ

ん

な

の

あ

る

…
…

！

」

 

柚

、

少

し

興

奮

気

味

に

ド

レ

ス

を

物

色

。
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風

見

、

柚

の

隣

に

た

ち

、

小

声

で

、

 
風

見

「

柚

さ

ん

な

ら

ど

れ

も

似

合

い

そ

う

で

す

」

 

柚

、

照

れ

た

様

子

で

風

見

を

見

上

げ

る

。

 
風

見

の

顔

は

も

う

ド

レ

ス

を

見

て

い

る

。

 

柚

「

…
…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

柚

Ｍ

「

こ

の

人

と

の

距

離

が

近

づ

く

気

が

し

な

い

」

 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 

柚

、

プ

リ

ン

セ

ス

ラ

イ

ン

の

ド

レ

ス

を

着

て

、

全

面

鏡

の

前

に

立

つ

。
 

潮

野

「

良

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

ど

う

だ

？

風

見

君

」

 

柚

、

照

れ

た

笑

顔

で

風

見

を

見

つ

め

る

。

 

風

見

、

変

わ

ら

な

い

笑

顔

で

拍

手

。

 

風

見

「

は

い

、

す

ご

く

似

合

っ

て

ま

す

！

マ

グ

ダ

ラ

の

マ

リ

ア

み

た

い

で

す

！

」

 

柚

「

…
…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

柚

、

ぎ

こ

ち

な

い

笑

顔

に

な

る

。

 

柚

Ｍ

「

…
…

本

当

に

距

離

が

近

づ

く

気

が

し

な

い

」

 

 

○

潮

野

家

・

玄

関

前

（

夜

）

 

閑

静

な

住

宅

街

に

あ

る

。
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車

が

前

に

停

車

し

、

潮

野

と

柚

が

降

車

。

 
潮

野

「

今

日

は

よ

か

っ

た

。

式

が

楽

し

み

だ

よ

」

 

風

見

「

は

い

。

じ

ゃ

あ

僕

は

こ

れ

で

」

 
風

見

、

柚

に

微

笑

み

か

け

、

車

を

出

す

。

 

潮

野

道

子

（

５

３

）
、

玄

関

に

出

て

く

る

。

 

道

子

「

お

か

え

り

。

ご

め

ん

ね

、

仕

事

で

つ

い

て

行

け

な

く

て

。

い

い

ド

レ

ス

、

選

べ

た

？

」

 

柚

「

…
…

う

ん

」

 

潮

野

、

弱

々

し

い

柚

の

声

音

に

低

い

声

で

、

 

潮

野

「

何

か

不

満

か

？

」

 

柚

「

い

や

！

そ

ん

な

こ

と

…
…

」

 

潮

野

「

ま

た

お

前

は

、

私

を

裏

切

る

の

か

？

」

 

柚

、

何

も

言

え

ず

、

目

を

伏

せ

る

。

 

潮

野

「

主

よ

、

娘

の

不

義

理

を

お

許

し

く

だ

さ

い

。

未

だ

に

主

の

言

葉

を

理

解

し

て

い

な

い

の

で

す

」

 

潮

野

、

ブ

ツ

ブ

ツ

言

い

な

が

ら

家

に

入

る

。

 

道

子

、

柚

の

肩

を

叩

き

、

通

り

を

指

さ

す

。

 

道

子

「

柚

。

一

緒

に

コ

ン

ビ

ニ

行

か

な

い

？

」

 

 

○

大

通

り

沿

い

（

夜

）
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柚

・

道

子

、

連

れ

添

っ

て

歩

く

。

 
道

子

「

な

ん

か

久

し

ぶ

り

。

こ

う

歩

く

の

」

 

柚

「

パ

ピ

コ

買

っ

た

よ

ね

。

お

父

さ

ん

に

内

緒

で

。

で

も

捨

て

た

ゴ

ミ

で

バ

レ

て

怒

ら

れ

た

」

 

道

子

「

仲

間

は

ず

れ

が

嫌

だ

っ

た

の

よ

。

そ

う

い

う

と

こ

は

可

愛

い

と

思

う

」

 

柚

「

…
…

ね

ぇ

、

一

つ

聞

い

て

い

い

？

」

 

道

子

「

な

ぁ

に

、

柚

？

」

 

柚

「

嫌

じ

ゃ

な

か

っ

た

？

知

ら

な

い

人

と

の

結

婚

」

 

道

子

「

そ

り

ゃ

嫌

よ

。

私

も

恋

愛

に

憧

れ

て

た

し

」

 

柚

「

…
…

や

っ

ぱ

り

、

そ

う

だ

よ

ね

」

 

道

子

「

だ

か

ら

、

あ

な

た

が

大

学

で

お

付

き

合

い

し

て

た

の

が

バ

レ

た

時

、

何

も

言

わ

な

か

っ

た

」

 

柚

、

動

揺

し

て

立

ち

止

ま

る

。

 

道

子

「

森

田

君

だ

っ

け

。

ど

こ

が

好

き

だ

っ

た

？

」

 

柚

「

…
…

照

れ

る

と

、

口

を

窄

め

る

所

」

 

道

子

「

口

？

キ

ム

タ

ク

み

た

い

ね

」

 

柚

「

あ

と

、

笑

顔

が

ク

シ

ャ

っ

て

な

る

所

、

お

つ

り

の

計

算

が

苦

手

な

所

、

…
…

メ

ネ

ア

の

こ

と

知

っ

て

も

、

変

わ

ら

ず

、

接

し

て

く

れ

た

所

…
…

」
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柚

、

声

を

震

わ

せ

て

涙

ぐ

む

。

 
道

子

「
…
…

今

も

森

田

君

の

こ

と

好

き

？

」

 

柚

「

…
…

嫌

い

」

 

道

子

「

何

で

？

」

 

柚

「

嫌

い

に

な

ら

な

い

と

ダ

メ

だ

よ

…
…

！

森

田

君

か

ら

、

別

れ

て

く

れ

た

ん

だ

か

ら

…
…

！

」

 

道

子

、

柚

を

抱

き

し

め

る

。

 

道

子

「

そ

れ

で

い

い

！

森

田

君

と

の

思

い

出

ご

と

、

風

見

さ

ん

と

結

婚

し

な

さ

い

！

」
 

柚

「

で

も

！

…
…

風

見

さ

ん

に

申

し

訳

な

い

よ

！

」

 

道

子

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

。

風

見

さ

ん

の

好

き

な

所

は

、

こ

れ

か

ら

見

つ

け

て

い

け

ば

良

い

。

結

婚

し

て

か

ら

好

き

に

な

る

の

も

、

案

外

ア

リ

よ

」

 

柚

、

泣

い

て

泣

い

て

、

へ

た

り

込

む

。

 

柚

と

道

子

の

側

に

黒

い

車

が

停

ま

る

。

 

運

転

席

の

ド

ア

が

開

き

、

風

見

が

現

れ

る

。

 

風

見

「

柚

さ

ん

？

！

大

丈

夫

で

す

か

？

！

」

 

柚

「

え

、

風

見

さ

ん

？

！

」

 

風

見

「

へ

た

り

込

む

人

が

見

え

て

、

大

丈

夫

か

な

と

思

っ

た

ら

柚

さ

ん

で

、

僕

も

び

っ

く

り

で

…
…

」
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柚

「

い

や

、

そ

の

…
…

大

丈

夫

で

す

」

 
道

子

「

そ

う

だ

！

二

人

で

ド

ラ

イ

ブ

行

き

な

さ

い

よ

。

私

は

歩

い

て

帰

れ

る

か

ら

」

 

柚

「

え

？

！

」
 

風

見

、

車

を

降

り

、

助

手

席

へ

と

促

す

。

 

風

見

「

…
…

ど

う

ぞ

」
 

 

○

車

内

（

夜

）

 

風

見

が

運

転

し

、

助

手

席

に

柚

が

座

る

。

 

風

見

「

少

し

は

楽

に

な

り

ま

し

た

？

」
 

柚

「

…
…

は

い

」

 

風

見

、

柚

が

握

る

ス

マ

ホ

を

チ

ラ

見

。

 

風

見

「

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

っ

て

、

ど

っ

ち

か

が

友

達

削

除

し

て

も

残

る

ら

し

い

で

す

ね

。

ト

ー

ク

履

歴

」

 

柚

「

え

？

」

 

風

見

「

あ

り

ま

す

よ

ね

。

残

っ

て

て

ほ

し

い

、

宝

物

み

た

い

な

思

い

出

っ

て

」

 

柚

「

…
…

あ

の

時

、

見

て

ま

し

た

？

」

 

風

見

「

あ

、

責

め

て

な

い

で

す

よ

。

恋

愛

小

説

は

僕

も

好

き

で

す

。

お

あ

い

こ

様

」
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柚

「

…
…

な

ん

か

意

外

。

風

見

さ

ん

っ

て

決

ま

り

に

厳

し

い

タ

イ

プ

だ

と

思

っ

て

ま

し

た

」

 

風

見

「

僕

も

不

安

で

す

。

お

互

い

ま

だ

知

ら

な

い

こ

と

多

い

し

、

不

足

も

あ

る

と

思

う

。

で

も

だ

か

ら

こ

そ

、

一

か

ら

築

け

る

幸

せ

も

あ

る

と

思

う

」

 

風

見

、

照

れ

て

口

を

窄

め

な

が

ら

小

声

で

、

 

風

見

「

だ

か

ら

、

よ

ろ

し

く

。

…
…

そ

の

、

柚

」

 

柚

、

風

見

の

様

子

を

見

て

吹

出

す

。

 

柚

「

…
…

確

か

に

、

キ

ム

タ

ク

み

た

い

」

 

風

見

「

…
…

僕

は

真

面

目

な

ん

だ

け

ど

な

」

 

柚

「

ご

め

ん

！

こ

ち

ら

こ

そ

、

隼

人

さ

ん

…
…

！

」

 

 

○

メ

ネ

ア

教

東

京

神

殿

・

神

殿

内

 

ウ

ェ

デ

ィ

ン

グ

ド

レ

ス

を

着

た

柚

、

タ

キ

シ

ー

ド

姿

の

風

見

、

聖

壇

前

に

並

び

立

つ

。

 

風

見

「

私

、

風

見

隼

人

は

、

潮

野

柚

さ

ん

と

永

遠

の

契

り

を

結

び

ま

す

」

 

柚

「

私

、

潮

野

柚

は

、

風

見

隼

人

さ

ん

と

永

遠

の

契

り

を

結

び

ま

す

」

 

柚

、

風

見

と

目

が

合

い

、

笑

い

合

う

。
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